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◯地域・在宅看護学方法論Ⅱ
　（療養者の看護）
◯地域・在宅看護学実習
◯公衆衛生看護活動論
◯精神看護学方法論
◯精神看護学実習
◯母性看護学方法論
◯小児看護学方法論
◯母性看護学実習
◯小児看護学実習
◯成人看護技術
◯成人看護学実習Ⅰ（急性期）
◯成人看護学実習Ⅱ（慢性期）
◯高齢者看護学方法論
◯高齢者看護学実習Ⅰ
　（高齢者回復支援実習）

◯高齢者看護学実習Ⅱ
　（高齢者生活支援実習）
◯災害看護論
◯医療安全支援論
◯看護倫理学
◯看護情報学（ICT)
◯看護研究概論
　健康生活支援論Ⅱ
　（健康支援技術演習）

◯看護過程論
◯看護技術Ⅲ（診療の補助技術）
◯フィジカルアセスメント
◯基礎看護学実習Ⅱ
◯地域包括ケア論
◯地域・在宅看護学方法論Ⅰ（療養者の理解）
◯地域包括ケア実習
◯健康生活支援論Ⅰ（健康支援技術）
◯母性看護学概論
◯小児看護学概論
◯成人看護学方法論Ⅰ（急性期）
◯成人看護学方法論Ⅱ（周手術期・回復期）
◯成人看護学方法論Ⅲ（慢性期）
◯成人看護学方法論Ⅳ（リハビリ期・終末期）

◯看護学概論
◯看護技術Ⅰ(共通基本技術）
◯基礎看護学実習Ⅰ
◯地域・在宅看護学概論
◯公衆衛生看護学概論
◯精神看護学概論
◯成人看護学概論
◯高齢者看護学概論
◯看護技術Ⅱ（日常生活援助技術）

１年次

◯人間関係実践演習Ⅲ
　（多職種連携活動論）

実践医療英語
看護と芸術Ⅰ (造形の感性と創造）
看護と芸術Ⅱ (書の感性と創造）

保健医療福祉行政論Ⅱ（事業化計画）
産業保健看護論
健康相談活動の理論及び方法
スポーツ栄養学
学校保健
衛生学

産業保健看護論
衛生学

○人体構造・生理機能実習
○疾病・治療Ⅰ（総論）
○疾病・治療Ⅱ
　（呼吸器、循環器・
　消化器系、神経系）
○疾病・治療Ⅲ
　（腎・泌尿器、内分泌・
　代謝、血液・造血器、
　免疫アレルギー、感染症）
〇疾病・治療Ⅳ（外科系）
〇疾病・治療Ⅴ
　（小児・母性・精神疾患等）
〇薬理学

〇微生物学・免疫学
　（感染症を含む）
〇保健医療福祉行政論Ⅰ
　（保険・医療・介護・
　福祉サービスのしくみ）
〇看護と関係法規
〇保健統計学
　疫学
　学校保健
　臨床心理学
　衛生学
　美容医療Ⅱ
　（美容医療方法論）

◯人体の構造・機能論Ⅰ
　（循環器（血液）、呼吸器、消化器（代謝）、
　運動器（骨格・筋系））
◯人体の構造・機能論Ⅱ
　（脳・神経系、感覚器、内分泌、胃、泌尿器）
◯生理学総論Ⅰ
◯生理学総論Ⅱ
◯栄養学（食品学を含む）
◯公衆衛生学
◯美容医療Ⅰ（美容医療概論）
　養護概論

2年次 3年次 4年次

専
門
分
野

専
門
基
礎
分
野

基
礎
分
野

資
格
取
得
の
た
め
の
科
目

教育原論
教職概論　　　　　　　　　
教育制度論　　　
教育心理学
教育課程論
特別支援教育概論

道徳教育の理論と実践
教育方法論（情報通信技術の活用を含む）
教育相談
総合的な学習の時間の指導法
生徒指導の理論及び方法
教職インターンシップ

教職実践研究
教職インターンシップ

◯看護総合Ⅰ
　（状況設定に基づく臨床判断能力）
◯看護総合Ⅱ
　（全専門領域知識の統合）
◯看護総合Ⅲ
　（臨床医学と臨床薬理・検査等）
◯統合実習
◯国際看護論
◯看護管理学
◯看護研究
　（課題研究）
　公衆衛生看護管理論
　（健康危機管理を含む）
　公衆衛生看護学実習Ⅰ
　（地域看護の実際）
　公衆衛生看護学実習Ⅱ
　（学校保健・産業保健実習）

養護実習指導
養護実習Ⅰ
養護実習Ⅱ
教育実践演習（養護教諭）

※実習先の情報については、P.32をご参照ください

◯：必修科目　無印：選択科目・自由科目

◯国語表現法
◯心理学
◯統計学
◯情報処理演習Ⅰ
　（ICTを含む）
◯総合英語Ⅰ
◯総合英語Ⅱ
◯人間関係実践演習Ⅰ
　（初年次教育）
◯人間関係実践演習Ⅱ
　（医療教養）

芸術表現Ⅰ
（造形の感性と創造）
芸術表現Ⅱ
（書の感性と創造）
武道文化論
日本倫理思想
思索と哲学演習
国文学
世界の歴史と文化
文化人類学
現代生物学
現代物理学
現代社会学　
現代経済学
日本国憲法

国際関係論
情報処理演習Ⅱ
英会話
ベーシック・イングリッシュ
スポーツ理論と実習Ⅰ
スポーツ理論と実習Ⅱ
体育実技（体つくり運動）
体育実技（陸上競技）
体育実技（器械運動）
体育実技（サッカー）

体育実技
（バレーボール・
バスケットボール）
体育実技（柔道）
体育実技（ダンス）
体育実技（水泳）
体育実技（ワークアウト）


